
人、金、もので劣っていても情報で他社に勝つ
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経営に貢献するテクノロジーを設計し、組み立てるために。
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小さくても勝てる
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2014年国際システム監査協会グローバルジャーナルにて成果掲載
2012年日科技連主催国際シンポジウムにて事例発表



企業が勝ち残るために
何が必要でどうするべきか

 なぜ、顧客に選ばれるか

差別化要因が必要です、そのための資源は、

人、金、もの、情報、

 その経営資源を有効利用して、PDCAを回す。
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差別化のために、

何をするべきか？→達成するべきもの（目的：企業戦略）

目的を

どうやって達成するか？→方法（手段）



“情報”の活用が市場競争力の強化の必要

条件であること、そして情報システムの変化

への対応力がそれを実現する鍵 経済産業省

各省庁も企業戦略を実現する手段として、
ICTの利活用を推奨
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「ICT成長戦略」の公表（総務省）
ICTは、新たな富の創出や生産活動の効率化に大きく貢献し、国民

生活を便利にするものであり、ICTの活用が経済成長のための重要な
鍵となっています。

ICTを有効利用して経営戦略を確実に実現することにより、他社に
勝つ企業になれます。各省庁のコメントもそのことを示しています。
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ICTは、差別化の強力な武器となる

どんなに優秀な人材を多く抱え
ていても、竹槍（非IT化）しか武
器がなければ、

最新兵器（経営戦略に合致した
情報システム）で武装した組織
には、勝てません。

例えば、試作品を手作業で作っ
ている場合と３Dプリンタで作っ
ている場合を比べると、市場投
入までの期間も全く異なるし、
コストも全く異なります。

ICTは、他社に勝つための最新兵器の役割を果たします。
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ITCを利活用するための
一般的導入手順

ICTを利用する
企業

下請

情報システムを
提供する企業

ICTを利用するために、情報システムを使う企業はITの専門の企業に情報シ
ステムの構築を依頼し、IT企業が依頼された内容に沿って情報システムを
開発した後に納入します。



しかし、うまくICTを利活用できていない
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目的とする企業戦略の実現を達成することができないケースが大多数。



ビジネス活動の主要要素
自社のことを一番よく知っているのは、自社の人間。
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情報システムを使う側の業務（以下のビジネス活動要素）を知らないIT企業
が顧客の経営戦略を実現する情報システムを設計できるわけがありません。



準備をしないでIT企業に丸投げをすると

情報システムの導入費用が膨大となる。

必要のない機能がてんこ盛りとなる。

欲しい機能が不足している。
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経営目的（企業戦略）とその達成手段である業務を情報システムでどのよう
に改革するかを整理整頓してから情報システムの設計をしないと時間とお
金を無駄にします。



経営効果のある情報システムを導入する方法論
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なんとなくは、分って
いるんだけど

数値化してすべて
明確に

ツールとテンプレートを
駆使した実践的超上流

メソドロジ

•目標
•問題点・原因
•やるべきこと
•時間軸
•効果

•目標
•問題点・原因
•やるべきこと（優先順位）
•スケジュールの明確化
•効果算定

プロジェクト予算 プロジェクト予算化

開発時の手戻り、変更が激減

誰でも修得可能な経営目的（企業戦略）達成のために業務を情報システム
でどのように改革するかを整理整頓する方法論があります。



国際的にも評価の高いビジネス活動改善の方法論

ISCAジャーナルに掲載依頼を受け弊社方法論概要を執筆
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日科技連主催国際シンポジウムにて弊社メソドロジを
発表

国際システム監査協会、日科技連、経産省推進資格団体ITコーディネータ
協会から高く評価されている方法論です。
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IT化計画策定方法論（SUSD）講習
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権威ある団体から評価されているIT化計画策定の方法論を2日間の研修で
修得できます。

研修内容：
（本研修では、ケーススタディ・ワークショップを通して、実践力を高めつつ、習得することができます。）
・現状のITプロジェクトの問題点と解決策の説明
・プロジェクト計画作成SUSDメソドロジ
・企業戦略の分析および優先順位度と重要度の数値化
・業務目標の分析および優先順位度と重要度の数値化
・改善のための取り組み項目の分析および優先順位度と重要度の数値化
・AS IS と TO BEの作成手法
・費用対効果の算出方法
・プロジェクトスケジュール
・RFP作成の注意事項
・プロジェクト体制について
・プロジェクト計画作成のためのビジネスプロセスモデリング概要

SUSD方法論考案者
木村礼壮

近著

大手ハイテク企業：
開発期間を半減

大手自動車関連企業：
開発期間の３０%を削減。
開発費用の３０%を削減

大手流通業：
経費10%削減
売上10%向上

多くの企業で経営効果をだしています。
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ドリームIT研究所教育内容

•リーダー教育セミナー（2日間）
•顧客ビジネスと自社ビジネスの改革をリード

•プロジェクト計画策定メソドロジ コース（2日間）**
•利害関係者間の調整手法の修得
•顧客ビジネスプロセス改革手法の修得
•費用対効果算定方法論の修得

•ファシリテータ コース（2日間） **

•チームメンバを自発的に創造的活動へ導く技術の修得
•業務のモデル化コース（2日間） **

•業務改革の心得とTo Be業務モデル作成方法
•クラウドコーディネータ コース（半日間）**

•作るから組み立てる時代のデザイン力養成
•ネットを基にしたモバイル・グローバル環境への柔軟性の習熟

**経産省認定ITコーディネータ協会認定教育コース
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